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の分子についてそれぞれストライガとシロイヌナズナ（モデル植物）のストリゴラクトン受容体へ

の取り込まれやすさを比べました。その結果、SAM690と名付けた分子が比較的大きなポケットを

もつ受容体である ShHTL7 だけに取り込まれ、他のストライガの受容体 ShHTL やシロイヌナズナ

がもつ受容体（AtD14）のポケットにはうまくはまらないことを発見しました。 

 SAM690 は、ShHTL7だけを活性化できるものの、ストライガの発芽を刺激するためには標準的

な人工ストリゴラクトンとして知られる分子 GR24の 100万倍程度の比較的高い濃度（1/106 mol/L

以上）で使う必要があり、農薬としてはもちろん、研究用としても性能が不十分でした。しかし、

この低活性の問題は、セレンディピティをきっかけに思わぬ方向から解決しました。前述した類縁

分子の発芽誘導の強さについて調べている時に、同じ構造の分子であっても、合成した後の精製方

法によって活性試験の結果にばらつきが見られる場合があることに気づき、これが一般的な化学分

析では検出が難しいレベルで極微量混入している、合成過程において生成する副生成物の高い活性

によるものであることを突き止めたのです。 

 この副生成物を精製して構造を明らかにしたところ、驚いたことに、SAM690の主骨格とストリ

ゴラクトンの D 環部位のハイブリット構造をもつ分子でした。そこで、この副生成物を市販品から

3 工程で簡単に合成する方法を確立し、さらに、形を少しずつ変えた分子を作ってみたところ、そ

のうちのいくつかは、極めて希薄な濃度条件（1/1013-15 mol/L）でもストライガの発芽を誘導できる

ことが明らかになりました。この濃度を、「小さじ一杯程度の分子を琵琶湖の水量に相当する水に

溶かした程度」と表現すると、いかに希薄な条件で働いているかがわかります。 

 この活性は、人工ストリゴラクトン GR24の約 1,000倍の強さ、天然ストリゴラクトンである 5DS

に匹敵するものであり、おそらく、これまでで最高の活性をもった人工ストリゴラクトン分子が得

られたことになります。また、ストリゴラクトン受容体 ShHTL7のポケット内で SPL7がどのよう

に振る舞っているのかを詳しく調べたところ、SAM690 に由来する ABC 環に相当する部位とスト

リゴラクトン由来の D 環部位のそれぞれが独立して受容体を部分的に活性化していることを示す

結果が得られました。つまり、ふたつの部位が受容体に与える影響のシナジーによって、ストライ

ガの発芽を誘導する高い活性とストリゴラクトン受容体に対する選択性が両立されたと考えられ

ます。 

 私たちは、人間の頭部とライオンの体を持つスフィンクスにちなみ、このハイブリット分子をス

フィノラクトン-7（SPL7）と名付けました。SPL7 は、自殺発芽剤に必要な性質を全て備えたこれ

までにない分子と言えるでしょう。 
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